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社会科

体験的な活動が生きる中学年社会科の学習

-　4年「鉄道を高架にする」の単元構成を通して一

朝　　倉　　　　　淳

1.はじめに

(1)児童の実態と中学年社会科の課題

三原市では、 ∫ R三原駅付近を中心に市内の交

通は著しく混雑し、安全面をはじめとして市民の

生活に大きな支障をきたしている。児童もまた、

こうした状況のなかで毎日の登下校をしている。

しかし、 4年7学級(37名)を対象とした実態調

査によると、自分の登下校について何らかの問題

を感じている者は16名にすぎない。また、交通渋

滞や安全面からの問題点を感じている者はわずか

に7名である。多くの児童は、地域の社会的事象

のもつ問題を問題として感じていない。

中学年社会科では、主として地域社会の社会的

事象について学習する。しかし、前述した例のよ

うに、地域の社会的事象もそれがただ身近にある

というだけでは、児童の興味、関心の対象とはな

らず、問題も生まれてこない。また、問題が生ま

れてこなければ、児童が感じたことや疑問や意見

を出し合ったり、調べたり、まとめたりする活動

も主体的なものにならない。

筆者はこれまで、問題となっている事実や、問

題の解決のために取り組まれている事実から出発

して、児童が「どのように、どのような」 「なぜ、

どうして」 「どうしたらよいのか」を調べたり、

考えたり、判断したりしていく単元の構成を多く

行ってきた。しかし、児童の実態からすると、地

域において問題が生まれるところから出発し、児

童自身がまず問題そのものを感じるような構成も

必要ではないかと考えるのである。

(2)あらわす力を育てる社会科の学習

本年度、本校の研究の副題は「あらわす力を育

てる授業」である。社会科におけるあらわす活動

としては、話し合い活動、新聞などをつくる活動、

劇化などの表現活動などを考えている。社会科の

学習でこのような活動の力を育てる柱を、次のよ

うにたてた。ただし、.この4つは別々のものでは

なく、互いにかかわりあっている。

①　しっかりと感じ、思い、考えさせて、あら

わす内容を持たせること(内容)

(9　あらわしたいという気持ちを持たせること

(意欲)

③　あらわす場を多く設けること(経験・方法)

④　あらわすことによってお互いが高まろうと

する集団をつくること(集団)

社会科でめざすあらわす力をより大きくとらえ

るならば、それは「現実の社会の中の問題をとら

え、解決していく力」であると考える。ここでも

前述した、問題の生まれるところから出発し、児

童自身がまず問題そのものを感じるような単元の

構成が求め.られる。それによって、問題が生まれ

それが解決されていく(解決されようとしている)

過程を児童がたどることができるからである。

これまで述べてきたような課題意識をもとに、

本稿では、いかにして、中学年の児童に社会の中

の問題を感じさせるかということについて考察す

る。

2.体験的な活動が生きる

中学年社会科の学習の構想

(1)体験的な活動の重視と研究仮説の設定

社会科における体験的な活動については、すで

にいろいろな整理がされているが、共通したとら
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えにいたっていない。ここでは、次の3つのタイ

プの活動を考えている。

①　見たり、聞いたりする(観察、見学、調査

活動)

②　試す(動作化、追体験)

③　あらわす(模型、地図、年表、新聞、紙芝

居などをつくる活動、劇化などの表現活動)

こうした体験的な活動には、次のような特長が

」aaォ

①　児童に自然のうちにいろいろな感覚を働か

させることができる。

②　体験的な活動を行うには、体全体を使う必

要があり、より機能的な態度になる。

③　体験的な活動を行うと、その活動そのもの

や、その結果から、つねにいろいろな情報が

返ってくる。

④　体験的な活動を行うと、多様な感じ方、見

方、考え方や、新しい発見、驚き、感動が生

まれやすい。

⑤　集団での活動では、協力、責任などの態度

を育てることができる。

⑥　人々の気持ちや考えを共感的に理解しやす

い。

こうした特長から、体験的な活動は、児童の現

実生活の問題をより鮮明にした-り、社会のかかえ

る問題を自分の問題として感じさせたりするのに

有効な活動である。したがって、単元の導入の段

階に、体験的な活動を位置付けることによって、

児童に問題を感じさせることができると考える。

そこで、次のように研究仮説を設定した。

単元 の導 入の段 階に、体埠 的な活動 を位置

付 けるな らば、児童 はその活動 の中か ら問題

を感 じ、それ をあ らわ してい くであろ う。

(2)体験的な活動が生きる単元構成

体験的な活動が生きるとは、児童がこの活動に

よって感じた問題や得たものが、以降の学習活動

を支えていくということである。

そのような単元構成にしていくには、まず、教

材化していく地域素材の選択が重要である。体験

的な活動が生きる中学年社会科の教材には、次の

ような要件を持った素材が適していると考える。

①　児童の発達段階に即している。

(塾　児童の現実生活における問題や、社会のか

かえる問題が含まれる。

③　問題に対する地域の人々の活動を共感的に

とらえられる。

④　観察、見学、調査など、地域との直接的な

ふれあいが可能である。

⑤　学習に体験的な活動をもりこみやすい。

次に、体験的な活動が生きるように単元の構成

をしていくときの主な柱は、次の3点である。

①　その教材に適した体験的な活動を用意し、

単元の導入の段階にそれを位置付ける。

②　単元の学習をまとめ、深める段階に、つく

る活動、表現活動を位置付ける。

③　体験的な活動は、調べたり、確かめたりす

る場にも適宜活用する。

こうした柱によって構成された単元は表1のよ

うな流れになる。

段 階 学 習 活 動 学習活動の主なねらい

E = 」 ○ 体 験 的 な活 動 ○ 身のまわ りや社

問題 を感 じ をす る 会の画題 を感 じ

る ○ 感 じた こ とを させる

話 し合 う ○ 感じたことをはっ

きりさせる

E ] ○ 問 題 の 背 景 、 ;○ 問題 の背 景 、

問題 の背 原因 を調べ る 原因 と解決へ の

景 .、 原 因 、 ○ 解決 方法 を考 営みを具体 的に

解 決 方 法 、 え、話 し合 う 理解させる

解決へ の営 ○ 現実 に行 わ れ ○ 人々の願 いや

みな どを求 てい る解決への 悩みを共感的 に

める 営み を調べ る 理解 させる

○ 体験 的な活動 ○ 地域社会 の一

を して確 かめる 員 としての自覚

を持 たせる

匝 車 重] ○ 紙芝居や劇、新 ○ 学習 をふ りか え

学習 をま 間などをつくる らせ、 まとめ さ

とめ、深 め ○ 作品を発表 した せ る

る りして、交流する

(現実生活での実践)

○ 多様 な見方、考

え方、 あ らわ し

方に気づかせる
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(3)研究の方法

これまで述べた構想をもとに、次のような手順

で研究を進める。

①　研究仮説(単元構想モデル)をもとに、単

元構成、指導案の作成を行う。

(塾　授業実践を行うO

③　授業記録、その他の資料をもとに、仮説を

検証し、問題点を明らかにする。

④　問題点に対する改善案、今後の課題を示す。

3.実践例　4年「鉄道を高架にする」

(1)単元について

三原市では、市を東西に走るJR山陽本線、南

北に走るJR呉線、さらに慢性的な渋滞となって

いる国道2号線によって、市街地が分断されてい

る。そのため、市内の交通は、著しく混雑し、安

全面をはじめとして、市民の日常生活に大きな支

障をきたしている。こうした状況の抜本的な解消

のた捌こ広島県が事業主体となって、国、県、市、

J Rが計300億円を負担し、現在、鉄道高架化事

業が進められているところである。 1991年度の完

成をめざして、児童の目の前で進められている高

架化事業をとりあげることによって、地域の人々

表2.単元構成と目標分析

の願いが実現していく過程を理解させ、生活の向

上、安定のために現在もいろいろな努力がなされ

ていることに気づかせるとともに、地域社会の一

員として地域社会の調和のとれた発展を願う気持

ちを育てることができると考える。

(2)単元の目標

○　三原市で進められている鉄道高架化事業の

目的や工事の手順、工夫、跡地の利用の仕方

などを理解させ、地域では、生活の向上、安

定のために現在もなおいろいろな努力がなさ

れていることに気づかせる。

○　話し合いや劇、新聞づくりに、パンフレッ

ト、見学して得た資料などを利用する能力を

育てる。

○　健康で安全な住みよい町づくりを願う人々

の思いに共感させるとともに、地域社会にお

ける自分たちの生活をみつめ、地域社会の調

和のとれた発展を願う気持ちを育てる。

(3)単元構成と目標分析

単元の導入の段階に位置付ける体験的な活動と

しては、 ,体育館で模擬の踏み切りを渡る活動を用

意した。また、単元の後半での深める活動として

は、鉄道高架化事業の一場面をグループで劇化す

る活動、各自で新聞をつくる活動を用意した。

段 階 衣 (時数 ) 主な学 習括 目標分析 知 識 . 理 解 技 .舵 (含思考 .操作 ) 態 度 (含表意 )

感

1 -戟 fz ^->^

。模擬 の踏 み切 りを渡 り、 。三原駅付近の踏み切 り

。問題 の解 決方法 を 自分

。三.原駅付近の踏 み切

じ

る .

感 じた ことを話 し合 う は遮断時 間が長 く、 交 りの もつ問題 を感 じ

願 い 。問題 の解 決方法を即 興的 通 の渋滞 や安全 な どで な りに考 えるこ とが で る

(2) な劇 表現 としての会議 で . 市民 の生活 に支障 を き きる

。人々の噂いに共感 す話 し合 う た していることが分 か 。パ ンフ レッ トや新 開記

求

2 .鉄道高架の 。鉄道高架にする手 順 と方 る

。鉄道 を高架 にす る手順
と方法が分か る

O騒音 や振動 を防 ぐた め

事 な どか ら鉄道 を高架 る

0 地域社会の一員 とし .

て、 自分たちの生 活

で きる まで 法、工事 の ようすを調べ、 にする手順 、方法 、 そ

.め

る

;3 ' 話 し合 う こ.にみ られるいろい ろ

な工夫 を調べ るこ とが3 .跡地の利 用 。.跡地の利 用の仕方 と新 し

と新 しい 町 い町づ くりのプラ ン を調 で きる

づ くり (1) ベ話 し合 う . 。鉄道 を高架にする手順

と方法 、工事 のよ うす

4 .三原駅の

。見学 の計 画 をたてる

0 三原 駅 を見学 し、高 架 に の工夫 や交通 を止 めず について実地 に確 か め をみつめていく態 度

見学 する手順 と方法、工 事 の に工事 を進め るため の るこ とがで きる を育て る

O 地域社会の調和 の と

吻 ようす につ いて見 た り、

尋ねた りして確かめる

工夫が分 かる

。地域 では、安全面 な ど

。鉄道高架 がで きる まで

の】場面 を劇 で構 成 す

るこ とがで きるf̂ 5 .げ きづ く り C グル I プ ごとに鉄道 高架

め

る

と発表 がで きる までの一場 面 を 。自分 な りに学習 をふ り

(2) 簡 単な劇 にして発 表 し合 ′ 生活向上、安定 のた め かえ り、新 聞にあ らわ れた発展を願 う気持

. う に今 もいろい ろな努力

が されていることに気

す ことがで きる

0 多様 な見方 、考 え方 、

ち を育てる

6 .新開づ く り 。各 自で新聞 をつ くり、 掲

(2 ) 示 して交流する づ く あ らわ し方に気 づ く
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(4)第1次第1時の学習指導案

①　学年　　第4学年　第7学級　　37名

②　場所　　小学校体育館

ステ- ジ ⅤT R スクリ- >

黒板

棒

児童座席

(椅子のみ)

表3.第1次第1時の授業過程

(五　本時の目標

模擬の踏み切りで列車の通過を待ち、感じた

ことなどを話し合う活動を通して、三原駅付近

の踏み切りは遮断時間が長,く、交通の混雑の一

因となり、安全面をはじめとして市民の日常生

活に支障をきたしている問題に気づく。

(む　準備物

(T)ビデオブジェクタ-　　市街地図

カード　　カセットレコーダー

録音テープ

(P)ファイル

(彰　授業過程

本時の授業過程は、表3のとおりである。

学 習 事 項 授 業 過 程 学 習 過 程 集 団 過 程

1 . 学 習課題 の . ○ 感覚や視覚 に働 きかけ、集 中さ ○ . 音を聴いて、何の音かをあてる0 (仝)

設定 せる0

.〇 日分が踏み切 りに対 して抱いて

.動物の鳴声 全体の場で
(集中する)

(ィ.メージする)

2 . 学 習課題 の

.町で聞こえる音

.踏み切 りの警報音
○ 踏み切 りという言葉か らイメー

ジする.こと.を出し合う0

集中と弛緩の

リズムをつく

る0

(仝)

いる感 じを意識させる0 .電車が通る .待っている

t ど軍票票差芸票云 呂宣言05 J

自分以外の

イメージにふ

れさせる0

○ 踏み切 りを待 っているときの心 ○ ビデオを見なが ら、模擬の踏 み (坐)
追求 の中を体感 させるとともに、遮断 切 りで、列車の通過を待つ0

○ 踏み切 りで待 っているときに感

.たくさんの
(体で感 じる)

(言 葉 であ らわ

時間の長 さに気づか.せろ0

. 地 図でどこの踏み切 りか示 し、
どんな人が何のために踏み切 り

を渡ろうとしているのかを簡単

にイメージさせてお く

○ 踏み切 りは、交通の混雑の一因

人が、踏み切

りで待ってい

る様子をとら

えさせ.る。

(仝)
す . イメー ジ となり、安全面をは じめ市民の 日 じたこと、考 えたことについて話 いろいろな
を拡げる) 常生活に支障 をきた している問題 し合 う0 感じや考えに

に気づかせる . まだ開かない .危ないな ふれさせる。
. 緊急車両の通行の問題は、録音 . なんとかならないのか

資料で気づかせる

※ 自分な りに感 じたことを発表 や

挙手であらわしているか0

.バ スにお くれる

.消防自動車、救急車が通れない

3 . 次 時へ の発 ○ 問題の解決方法 に意識を向けさ ○ 踏み切 りの問題 を解決す る方法 (個 )→ (仝 )

展 せる0

○ 次時の見通 しと学密への意欲を

を考え、出し合う0 各自でみつ

(イメージす る)

(次 時の学習課

. 地下道をつくる

.橋 をかける

.電車が上を走るようにする

○ 次時の学習課題を設定する。

けた方法を、.

出し合わせる。

(仝)

次時の学習
題) 持たせる0 . どのようにして、問悪 を解決す

ればいいのだろうか

課題を共通理

解させる。

-46-



(5)第1次第1時の授業の実際

T:音あてゲームをします。何かの鳴声かもしれ

ません。町で聞こえる音かもしれません。音が

消えたら手を挙げてください。

(音あてゲームをする。 ・せみ・かえる・バス・

踏み切り)

T: 「踏み切り」という言葉から何か頭にうかん

できますか。

P:電車

P :汽車とかが通っていて、人が歩いていて、事

故がある。

P :地図の電車が走るところの絵

P:踏み切りの赤いランプ

SHIS

(同様のことが頭にうかんできた児童を挙手で確

認する。 )

T: 「人が歩いていて」とでてきたけど踏み切り

を歩いて渡ったことのある人?

P : (全員が挙手)

T :踏み切りの音が鳴ってなくてすっと渡れたこ

とのある人?

P : (全員が挙手)

T:踏み切りで渡れなかったことのある人?

P : (多数が挙手)

T:そのときどうだった?

P`:電車が通ってまたカンカンと鳴って電車が通

らなかった。

「あっ　踏み切りの書だ!」

P :半分まで行ってカンカン鳴って、最後まで渡

るほうがいいのに渡らないでかえってきた。

P: 1回通って、今度はゴンゴンといってもう1

回通ることがあります。

T:踏み切りで2回電車が通ったこともあるよう

ですね。カンカンと鳴っている踏み切りにひっ

かかったことのない人もいるので、今から踏み

切りを渡ってみよう。あっちの棒がたっている

ところが踏み切りです。今から渡る踏み切りは

(地図をだして)学校がここで、こう行ったこ

とです。じゃあ、踏み切りの向こう側から渡る

人、こちらから渡る人に分かれて踏み切りの前

に行こう。

P: (移動する。)

T:今、先生が立っているところに線路がありま

す。本当はこんなところにいたら危ない。渡る

前に今から言うことを頭にうかべてください。

まず、目をつぶりましょう。自分は、どういう

役をするか決めてみましょう。男の人ですか。

女の人ですか。小学生?中学生?大人?子ども?

どんな用事でしょうか。学校の帰り?仕事?買

物? (ビデオ、スターO

P: (ビデオをみながら踏み切りが開くのを約6

分間待つ。その間、 3本の列車が通過する。踏

み切りが開くと、踏み切りを渡って、自分の席

にもどる。)

「まだ開かないのかなあ」
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T:踏み切りを待っているときに心に何か感じま

したか。

p:すこし電車がくるのが長くて、すこしくたび

れて長く感じました。

Pn:同じです。

P :電車がいっぱいいっぱいくるのでじれったく

なった。

P :いつ電車がくるのかと思いました。

p :付け加えてこ　とても長かったので電車がいつ

くるのか分からないくらいくるのがおそかった

と感じました。

p :踏み切りをずっと待っていて踏み切りがあがっ

て歩こうとしたとき足が痛くて歩きにくくやっ

と歩けた。

p :あがるのを待っていて、いっかなといらいら

した。

p:○○さんが言ったように、 2台くるだけでな

く、 3台もきたのでちょっと長いように思えた

し、いつになったら踏み切りがあがるのかと思

いました。

T:なるほど。電車は、 1台2台でなく、 1本2

本と数えてね。

P :ずっと待っていたら腰が痛くなった。

P :あまり待つ時間が長かったので、こないのか

なと思ったらきた。

P :長い時間待っていたので足がとても痛くなっ

J--

P :電車が続けてくるとき踏み切りの音がすこし

変わっていたのでなぜかなと思いました。

P :早く、踏み切りを渡ってあっちに行きたいなあ

と思いました。

P :よく分からないけど何か途中に渡る人も何人

かいた。

T :遮断機が降りてきている途中で-

Pn:自転車の人がさ一つと通った。

T:いろいろでてきたけど、用事があって渡ろう

とした人は?

P:病院。長いなあ。おじさんはくたびれた。

P :八百屋に行こうとしました。

P:遊びに行こうと思って、はやく行きたいなあ

と思いました。

P :○○さんに付け加えて、遊びに生きたいなあ

と思って、その時に遮断機がおりてきて、腹が

たった。

p :バスに乗ろうとして歩いていて、遅れてたの

でちょっといやだった。

p:私は、お買い物に行っていて、帰るときに行

けなくなって、はやく帰らないとお母さんにお

こられて、ご飯に間に合わなくなる。

P :早く会社に行かないと社長から首になる。

p:遊びに行くとき早く行かないと暗くなる。

T:ちょっと待ってよ。バスに遅れるんだったら

もっと早く出ればいいんじゃないの。暗くなる

のも、もっと早く、出たら。

Pn:だめ。

T:だめ?

P :病院なんか。

T:タクシーは?

pn:タクシーでもだめd　困る。すごく困る。

T:そんなに困る?困るのはここに出てきたこと

だけかな。

P :救急車。

T :救急車がどうして困るの。

p :だって3分以内に行かないと何か何かなる。

p :○○君が言ったことは、救急車は人がもし中

に入って苦しんでいたら、踏み切りが降りたら

乗っている病気の人もいやだし、乗っている人

も死ぬかもしれないから、早く行かないといけ

i*H

P :消防車や救急車は信号は行ってもいいんだけ

ど、踏み切りでは必ず止まらないといけないか

ら困ります。

p :消防車とか救急車は人の命がかかっているか

もしれないから、そういうすぐいかないといけ

ないからふみきりは困る。

T:やっぱり困るか?

P :意見があります。踏み切りを上げ下げしてい

る人に言ったり、ボタンを押したりして、開け

てもらえるんだと思います。

P :質問があります。電車が通る前に開けてもらっ

-48-



ていたら、電車にはねられてしまうかもわから

ないから、どっちみち困るんだと思います。

P :ボタンを押しても、電車がそこまで来ていた

らブレーキがすこししかきかないから、はねら

れるのではないですか。

Pn:同じです。

P :そんなに踏み切りをすぐ開けられるんだった

ら、踏み切りでべつに普通の車でも止まる必要

はないからそうはいかないと思います。

P :ボタンをおしたら救急車が通っている間だけ

電車の時間が遅くなるから、待っていたほうが

いいと思います。

T :何か忘れてない。ここに踏み切りがある。待っ

ていたときのことを思いだしてよ。人がたくさ

んいたね。人だけでなく、車も自転車もいたね。

電車が止まったとしても、救急車はどこを通る

の。ジャンプ?三原市の市民の人が三原の交

通はこうですねと書いたものがある。ここに、

それを、みんなが分かるようになおしたものが

ある。

(プリント配布)

P: (音読)

T:三原の人がこういうことに囲っています。み

んなも三原市に住んでいますね。ここの?はい

る?

Pn:いらない。

T:特に人の命、これはがまんとかじゃないね。

こんなに困ることを解決できないだろうか。

Pn: (挙手)

T:解決するにはどうしたらいいのだろうか。方

法をい.ろいろと見つけて、プリントに書いてご

らん。

(プリントを書いている途中でチャイム)

T:チャイムが鳴ったので終わりましょう。

次の時間はどういう学習をしますか。

P :今書いている解決の方法をみんなで出し合っ

て、どうしたらいいか話し合えばいいと思いま

す。

Pn:同じです。

4.考察

本単元では、単元の導入部分にあたる第1次第

1時に体験的な活動を位置付けた。ここでは、こ

の時間の授業観察、授業記録、授業後の感想など

をもとに研究仮説の検証を行う。また、単元構成

モデル、単元構成、学習指導案、授業実践の問題

点をさぐり、その改善案を示す。

(1)研究仮説の検証

ここでは、模擬の踏み切りを渡る活動によって、

児童が三原駅付近の踏み切りの持つ問題を感じた

か、それをあらわしていたかどうかを確かめるこ

とになる。

まず、先に示した授業記録から、踏み切りを渡

る活動以降の児童の活動のようすを大きく次のよ

うにまとめた。

①　踏み切りを渡る活動で感じたことがすなお

に出されている。

②　踏み切りを渡る活動で感じた内容は、 「い

らいら」 「じれったい」などの心の動き、

「遊びにいきたい」 「首になる」などの自分

のとった役割からみた心の動き、 「腰が痛い」

「足が痛い」などの体のようすである。

(3　話し合いの内容は、どちらかというと個人

的な内容から、ゆさぶりなどによって、社会

的な内容-と変わっている。

次に、枠内に例示している文章は、児童が、授

業後3分程度、授業の感想をまったく自由な形で

書いたものである。

(0女)私はびょういんにいく女の人でした。

ふみきりでおそくなりました。足元がふらつ

いてしまいました。びょうきでしんどいのに

ふみきりにひっかかって、もっとしんどくな

りました。どうにかならないかな。もしも、

きゅうきゅう車やしょうぼう車がふみきりに

ひっかかってしまって人の命をうぼってしま

うことになったらどうなるのでしょうか。一

略-

(T男)ふみきり。なにげなく思っていても
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救急車や消防車などがいやになるくらいこまっ

ている。人がしんでしまいそうなのに、まだ

交通をなおしていないということは、どう考

えてもおかしいと思います。 -略-

(I女)今日はこの教室ではなく体育館で、

しかもいろいろな先生が見に来られて少しプ

レッシャーがかかった。でも10分くらいたつ

と気持ちもゆるんできた。そして、自分自身

を100パーセント出せたと思う。それに今ま

で私がしらなかったことも勉強の中にいっぱ

い出た。とても、自分のためになってよかっ

た。みんなも勉強になったことがいっぱいあっ

たと思う。 -略-

このような自由感想にどんな内容が書いてある

かを整理したものが表4である。

表4.授業後の感想の内容、表現

記述 の内容 、表現 記述 のあった人数 (名)

1 ～を した。 (35名中) 8

3 1

2 ～ (事実)が分か った。 5

3 ～ (問題)が分 かった0 I'2

4 ～ (問題)を感 じた。 (体で) 7

5 ～ (問題)を感 じた。 (心で) 13

6 ～ (問題)と思 らたO 12

7 ～ (考え)と思 った。 12

8 ～ (方法)すれ ばいい。 14

9
～になってほ しい0 ～ したい。

4
(願 い、意志)

10
～できた0 ～できてよかった0

9
(授業態度、達成感)

(霊宝霊慧冨禁霊芸芸雷雲漂芸言くまれ)

ほとんどの児童(35名中の31名)が0女やT男

のように、自由な感想の中に、自分がとらえた問

題(表5の3,4,5,6にあたる)や、その間題

に対する考え、方法、願いや意志(表5の7,8,

9にあたる)のいずれかを記している。また、直

接、問題ふれていない感想は、 I女の感想のよう

に、授業へのとりくみ、態度についての記述となっ

ている。

授業観察・授業記録、感想から、十分にとは言

えないが、体験的な活動によって、児童が今まで

何気なく見てきた、あるいは見過ごしてきていた

地域のなかにある問題を感じ、それが発表や感想

にすなおにあらわされたと考える。したがって、

研究仮説は、検証された考える。しかし、同時に

いろいろな問題点もみえてきた。次にその問題点

と改善案について記す。

(2)問題点と改善案

①　単元構成モデル

前述しているように、本単元は1表1に示

した単元構成モデルをもとに構成されている。

本単元の実践を終えて、このモデルをもとに

単元を構成するときに次のことを留意する必

要があると感じた。

㊦　教材の精選

体験的な活動をとりいれた単元構成をする

と、指導時数がどうしても多くなる。しかし

すべての単元に同じように時間をかけた展開

はできない。そこで、年間を見通して教材の

精選をした.り、重点のおき方に配慮したりす

る必要がある。同時に、体験的な活動をとり

いれた場合でも、しっかり時間をかける場と、

短時間で扱う場のめりはりをつけた指導と十

分な準備によって、不必要に時数を増やさな

いようにしなければはらない。

⑦　柔軟な取り扱い

このモデルは、体験的な活動が生きる単元

構成を考え際のめやすとなる。しかし、これ

はあくまでもモデルであり、単元の構成にあ

たっては、個々の教材の特徴に留意し、柔軟

に考えていかなければその実をあげることは

できない。

②　本単元の単元構成

本単元では、第1次第2時で、全員の児童

が市民、市・県・国、 JRなどの役割をとり

即興的な劇表現として問題の解決方法を話し

合う方法を試みた。また、第3次では、グルー

プごとの劇化により学習のまとめをした。

こうした活動に対する児童の感想は、 「楽

しい。」 「また、やりたい。」 「よく分かっ

た。 」という肯定的なとらえがほとんどであっ

た。しかし、指導する側からみると、特に第

3次の劇化では、その活動が自己満足的なも
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のである、内容の深まりがなく見ている者に

伝わっていかない、具体的でないなどの問題

点が感じられた。

この活動のねらいは、劇化によって学習内

容を自分たちで確かめ、まとめるためと、そ

れを他に伝え交流することで学習を深めるた

めであった。しかし、それが達成されなかっ

たのは、あらわすことの不慣れ、不十分さと、

伝えるという意識の低さが原因であり、その

部分への指導、配慮が十分でなかったと考え

ている。

③　第1次第1時の学習指導案

実際にどれくらいの時間、踏み切りが遮断

表5.第1次第1時の授業過程の修正案

させているかを数値化した図を用意していた

が、この時間では使わずに第2時の導入に用

いた。しかし、本時の終末で解決方法に意識

を向けさせる前に提示し、体験的な活動で感

じたことを裏付けた方がよかったように思う。

また、踏み切りはもともとは安全を守る

ための施設であることもおさえる必要を感じ

た。

学習指導案では、解決方法を考え出し合う

ことで次時へ展開させようとしたが、時間的

なことや流れの面から、実際に展開したよう

に、方法を考えメモするでとどめておいてよ

いと思う。

学 習 .事 項 教 授 過 程 . 学 習 過 程 集 団 過 程

1 . 学 習 課 題 の ○ 聴 覚 や 視 覚 に働 き か け 、 集 中 さ ○ 昔 を聴 い て、 何 の音 か を あ て る 0 (仝 )

設定 せ る0

〇 日分 が 踏 み 切 り に対 して 抱 い て

. 動 物 の鳴 声 全 体 の 場 で

(集 中 す る)

(イ メ ー ジ す る)

. 町 で聞 こ え る音

. 踏 み 切 りの警 告 音
○ 癖 み切 り と い う言 葉 か ら イ メ ー

集 中 と弛 緩 の

リズ ム をつ く

る0

い る感 じを意 識 させ る0

踏 み切 りで待

ジす る こ と を出 し合 う。

イ メ ー ジす る こ と.を出 し合 う。

. 電 車 が 通 る . 待 って い る

つ て い る と き

(全)

自分 以 外 の

イメー ジ にふ

れ させ る。

どん な気 持 ちが す る だ ろ う。

2 . 学 習 課 題 の ○ 踏 み 切 りを 待 つ て い.る と き の 心 ○ ビ デ オ を観 な が ら、 模 擬 の 踏 み (仝)

追求 の 中 を体 感 させ る と と も に 、 遮 断 切 りで 、 列 車 の 通 過 を待 つ 0

○ 踏 み 切 りで 待 っ て い る と き に 感

た く さ んの

(体 で感 じる)

(言 葉 で あ ら わ

時 間 の 長 さ に気 づ か せ る。

。地 図 で ど こ の 踏 み 切 りか 示 し、
ど ん な 人 が 何 の た め に 踏 み 切 り

を 渡 ろ う と し て い る の か を 簡 単

に イ メ】 ジ させ てお く

○ 踏 み 切 り は 、 も と も と は 安 全 を

守 る.た め の 施 設 で あ る が 、 現 在 で

は交 通 の 混 雑 の 一 因 と な り、 安 全

面 を は じめ 市 民 の 日常 生 活 に支 障

を き た して い る問 題 に気 づ か せ る 0

. 緊 急 車 両 の 通 行 の 問 題 は 、 録 音
資 料 で 気 づ か せ る

※ 自 分 な りに 感 じた こ と を 発 表 や

人 が、 踏 み切

りで待 って い

る様子 を と ら

えさせる0

(仝 )

す . イ メ ー ジ じた こ と 、 考 え た こ と に つ い て 話 いろ い ろ な

を拡 げ る)

(確 か め る)

し合 う。

. まだ 開 か ない . 危 ない な

. な ん とか な ら ない の か

. バ ス にお くれ る

. 消 防 自動 車 、救 急 車 が 通 れ な い

感 じや考 えに

ふれ させる。

(仝)

全員 で資 料
挙 手 で あ らわ して い る か O

○ 遮 断 回 数 の 多 さ と時 間 の 長 さ に ○ 資 料 か ら、 1 時 間 の 踏 み 切 りの

気 づ か せ 、 体 で 感 じ た 問 題 を確 か

め させ る 0

遮 断 回 数 と時 間 を読 み取 らせ る 0 を読 み取 らせ

る

3 . 次 時 へ の 発 ○ 問 題 の解 決 方 法 に 意 識 を 向 け さ ○ 踏 み 切 りの 問 題 を解 決 す る 方 法 (個)

展 せ る 0

○ 次 時 の 見 通 し と学 習 へ の 意 欲 を

を考 え 、 メ モ す る 0 各 自 で考 え

(イ メ ー ジ す る )

(次 時 の 学 習 課

. 地 下 道 をつ くる 0

. 橋 をか け る

. 電 車 が上 を走 る よ うに す る
○ 次 時 の学 習 課題 を設定 す る0

させ る0

(仝 )

次時 の学 習

s r 持 た せ る 。 . 解 決 の 方 法 を 出 し合 っ て 、 ど う

した らい い か話 し合 お う。

課 題 を共 通 理

解 させ る。
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こうしたことを修正した授業過程の案を表

5に示しておく。

5.今後の課題

先に述べた問題点などから、今後の課題を次の

3点にまとめた。

①　児童が伝える意識をはっきりと持ち、その

方法を身に付けながら、意欲的にあらわして

いくような場をどのように設定すればよいか

について構想し、実践していく。

②　社会科の学習のなかでお互いが内なるもの

をあらわした後、児童がそれをどのように練

りあげるように仕組んでいくか、・また、練り

あげのできる集団をどのように育てていくか

について構想し、実践していく。

③　体験的な活動が生きる単元構成モデルをも

とにした実践を重ね、その利点と問題点を明

らかにし、モデルの修正をしていく。
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